
2015年度入学試験問題

数 学

理　系

試験時間 150分

答案作成上の注意

1 この問題冊子には，問題が 5問あります。総ページは 16 ページで，問題は 4ペー
ジ以降の偶数ページにあります。

2 解答用紙は 5 枚です。解答はすべて対応する番号の解答用紙の所定の解答欄（表
面）に記入しなさい。解答用紙の注意書きもよく読みなさい。

3 受験番号は，それぞれの解答用紙の所定の欄（2ヶ所）に必ず記入しなさい。

4 試験終了後は，解答用紙の右上の番号の順に並べなさい。

5 配付した解答用紙は，持ち出してはいけません。

6 試験終了後，問題冊子は持ち帰ってください。

7 この問題冊子の裏表紙には，試験時間中に机の上に置いてよいものを記載してい
ます。
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〔 1 〕　 座標平面上の点 P (1, 1)を中心とし，原点Oを通る円を C1とする。kを
正の定数として，曲線 y = k

x
(x > 0)を C2とする。C1と C2は 2点で交わ

るとし，その交点をQ，Rとするとき，直線PQは x軸に平行であるとする。
点Qの x座標を qとし，点Rの x座標を rとする。次の問いに答えよ。

(1) k，q，rの値を求めよ。

(2) 曲線C2と線分OQ，ORで囲まれた部分の面積 Sを求めよ。

(3) x = 1+
√
2 sin θとおくことにより，定積分

∫ q

r

√
2− (x− 1)2 dxの値

を求めよ。

(4) 円 C1の原点Oを含まない弧QRと曲線 C2で囲まれた図形を，x軸の
まわりに 1回転してできる回転体の体積 V を求めよ。
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〔 2 〕　 座標平面上の放物線

Cn : y = x2 − pnx+ qn (n = 1, 2, 3, · · · )

を考える。ただし，pn，qnは

p21 − 4q1 = 4, p2n − 4qn > 0 (n = 2, 3, 4, · · · )

を満たす実数とする。Cnと x軸との二つの交点を結ぶ線分の長さを ℓnとす
る。また，Cnと x軸で囲まれた部分の面積 Snは

Sn+1

Sn
=

(
n+ 2√
n(n+ 1)

)3

(n = 1, 2, 3, · · · )

を満たすとする。次の問いに答えよ。

(1) Cnの頂点の y座標を ℓnを用いて表せ。

(2) 数列 {ℓn}の一般項を求めよ。

(3) pn = n
√
n (n = 1, 2, 3, · · · )であるとき， lim

n→∞
n log

(
− 2qn

n2

)
を求め

よ。ただし，log xは xの自然対数である。

— 6 —



空　白

— 7 —



〔 3 〕　 座標空間内に 5点

O(0, 0, 0) , A
(
0, 0, 3

4

)
, B

(
1
2
, 0, 1

2

)
, C (s, t, 0) , D(0, u, 0)

がある。ただし，s，t，uは実数で，s > 0，t > 0，s + t = 1を満たすとす
る。3点 A，B，Cの定める平面が y軸と点 Dで交わっているとき，次の問
いに答えよ。

(1) 直線ABと x軸との交点の x座標を求めよ。

(2) uを tを用いて表せ。また，0 < u < 1であることを示せ。

(3) 点 (0, 1, 0)を Eとする。点Dが線分OEを 12 : 1に内分するとき，t

の値を求めよ。
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〔 4 〕　 a，b，pは a > 0，b > 0，p < 0を満たす実数とする。座標平面上の 2曲線

C1 : y = ex, C2 :
x2

a2
+

y2

b2
= 1

を考える。ただし，eは自然対数の底である。C1 と C2 が点 (p, ep)を共有
し，その点における C1 の接線と C2 の接線が一致するとき，次の問いに答
えよ。

(1) pを aを用いて表せ。

(2) lim
a→∞

(p+ a)を求めよ。

(3) lim
a→∞

b2e2a

a
を求めよ。
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〔 5 〕　 m，nを自然数とする。次の問いに答えよ。

(1) m ≧ 2，n ≧ 2とする。異なるm種類の文字から重複を許して n個を
選び，1列に並べる。このとき，ちょうど 2種類の文字を含む文字列は
何通りあるか求めよ。

(2) n ≧ 3とする。3種類の文字 a，b，cから重複を許して n個を選び，1

列に並べる。このとき a，b，cすべての文字を含む文字列は何通りある
か求めよ。

(3) n ≧ 3とする。n人を最大 3組までグループ分けする。このときできた
グループ数が 2である確率 pnを求めよ。ただし，どのグループ分けも
同様に確からしいとする。

たとえば，n = 3のとき，A，B，Cの 3人のグループ分けする方法は

{(A, B, C)}, {(A, B), (C)}, {(A, C), (B)},

{(B, C), (A)}, {(A), (B), (C)}

の 5通りであるので，p3 =
3
5
である。

(4) (3)の確率 pnが 1
3
以下となるような nの範囲を求めよ。

— 12 —



空　白

— 13 —



— 14 —



— 15 —



— 16 —


